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スライド 10．内蒙古大学との提携 10周年 
 
ます。スライド7はその内容です。地域ビジョン
自体は総合的なものですが、まず実態調査から始
めています。スライド8は各市町村のプロジェク
トと県境を越えるプロジェクトとの関係性がどう
あるかという実態調査結果です。スライド9は経
済界のプロジェクトに関する実態調査です。スラ
イド10は海外での活動です。中国内蒙古の事例で
すが、10年間、スライドに示すような研究を続け
ております。「日中共同研究センター」を設置し、
内蒙古側と本センターとの共同研究を続けてい
ます。
　そのほか、入り口のところでお配りをしたと思い
ますが、『図説 三遠南信のすがた』という GIS（地
理情報システム）を使ったデータブックを作成してお
ります。このような地域情報は県単位になっているこ
とが多く、越境地域での一体的なデータを見る機会は
なかなかないかと思います。ご興味のある方はご覧く
ださい。 
　この後、東京大学の柴崎亮介先生の基調講演とシン
ポジウム「地方創生に向けた地域情報の活用とは」が
ございます。午後には「越境地域とガバナンス」「越境 
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地域の防災減災と情報支援」「地理学的視点から見る越
境地域」「越境地域と人材育成」「越境地域と歴史・文
化」という多様な内容でご議論をいただきたいと思っ
ております。 
 以上、本センターの概要についてご紹介をさせてい
ただきました。どうぞよろしくお願いいたします。 
 （以上） 
